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仲へ
i呆フ、、
者ノレ
し…

に
お
け
る

「
新
し
い
契
約
の

に
つ
い
て

中

J!! 

秀

円
一
(
》

新
約
へ
プ
ル
に
お
け
ゐ
キ
リ
ス
ト
論
は
弐
の
よ
う
に
概
括
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
Q

先
i

在
ず
る

(
6
5
詰
山
浮
き

σ
祢
の
子
は
、
郊
の
栄
光
の
務
き
、
そ
の
本
質
の
金
札

像
ハ
ふ
さ
写
会
会
Q
S
円
安
企
門
誌
恥

HaE円
ペ
ザ
も
品
川
ぎ
ま
え
詰
色
町
内
H

U

g

s

で
あ
ゐ
が
、
自
ら
や
卑
く
し
て
人
賠
と
な
っ
七
。
こ
の
人
間
4
エ
ス
が
苦
し
み
を
受

け
死
ん
で
い
っ
七
が
、
そ
の
従
鰻
の
故
に
天
使
遼
よ
り
高
く
あ
げ
ら
れ
，
神
の
お
に

坐
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
降
臨

2
2
2
E器
)
と
昇
天
安
田

2
5
5
)
と
に
よ
っ
て

キ
ワ
ス
ト
は
完
全
な
み
者
と
さ
れ
守
之
枠
内
色
合
町
内
v

戸
市
句
、
己
れ
の
民
の
た
め
に
永

鴻
の
安
息
に
い
た
る
途
今
ひ
ら
い
た
Q

(
一
)
へ
プ
ル
援
に
お
け
る
キ
ザ
ス
ト
総
に
つ
い
て
は
錦
繍
ベ
伊
叩

ω
O
H
M

え

の
O
ハ
y
s
u
N
U

の
ご
江
田
件
。
日
9
0
1
g
H
V叩
将
司
目
的
必
需
件
。
神
宮
由
民

av吋
mw司
m
r
J
E
一品W
W
3
3

一
史
に
、
キ
リ
ス
ト
の
出
来
ご
と
ハ
の
}
三
品
言
語
号
紅
巳
る
の
救
詩
論
的
意
味
身
展
開

す
妙
。
大
め
に
、
へ
プ
ル
品
絞
め
著
者
は
火
祭
司
法
h
M
M
S
E
b
G
と
「
訴
し
い
契
約
の
仲

係
者
〕
君
主
、
4
5
n
h
aミ
山
町
内
ミ
ミ

3
円

w
p
H
S
と
の
師
概
念
h
q
用
い
る
ハ
勺
・
一
??????$5552

一
0
・
一
八
〉
Q

明
者
宥
に
よ
れ
ば
、
キ
ザ
ス
ト
は
十
字
加
市
上
の
死
に
榔
附
し
て
拙
仰
の
予

と
メ
ル
キ
ゼ
ダ
ク
の
位
仁
等
し
い
大
銃
一
一
対
と
に
問
時
に
在
ぜ
ら
れ
た
ハ
五
・
一
'eegg-555

…

O
Y
彼
の
死
は
ぺ
我
々
」
の
潔
仰
の
諜
め
の
和
い
め
の
自
己
l
犠
牲
で
あ
る
。
こ
の
仁

花
二
度
き
り
公
玄

2
3
の
自
己
i
犠
牲
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
は
鐸
の
自
由
な
る
ゆ

る
し
ゃ
停
約
束
す
る
新
し
い
契
約
(
八
・
八

l
一
一
一
、
一

0
・
…
六

l
…
七
)
ぞ
神
と

そ
の
民
と
の
簡
に
的
仲
介
し
た
。
そ
う
し
て
神
の
前
に
永
遠
の
大
柴
苛
と
し
て
と
り
な

寸
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
は
こ
の
神
の
契
約
の
成
就
、
履
行
命
保
証
す
る

q
s
q
y賛

同
吋
吋
支
w
n
w
J
F
N
N
)

。

イ
エ
久
の
十
字
梁
上
の
死
は
滋
去
の
出
来
ご
と
で
ふ
る
。
し
か
し
、
こ
の
過
去
の

出
来
ご
と
が
現
在
の
「
我
々
」
ゃ
な
お
支
毘
し
て
い
る
。
〈
プ
ル
警
の
著
者
同
料
、
燃

の
右
に
あ
げ
ら
れ
大
キ
ヲ
ス
ト
の
永
遠
に
し
て
現
夜
的
な
る
大
銃
一
一
叫
の
っ
と
め
と
い

う
概
念
に
よ
っ
て
こ
れ
や
現
?
の
で
あ
る
G

や
ザ
ス
ト
M
M
悼
の
右
に
坐
す
る
と
共
に

締
め
前
に
ぬ
か
ず
く
一
五
・
祭
司
」
〈
州
内
山
口
ぬ
も
巳
寄
付
)
で
あ
仰
心
。
川
悦
は
「
我
々
い
の

七
め
に
神
じ
と
り
わ
仏
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
新
し
い
契
約
の
成
就
や
保
証
す
ゐ
。
「
我
ー

ん
パ
」
が
最
後
念
で
信
仰
や
堅
持
し
、
凡
ゆ
る
腎
難
に
耐
え
ら

(U2ksiw
さ
い
仇
)

な
ら
ば
、
こ
の
契
約
が
必
ず
膝
行
さ
れ
る
と
キ
リ
子
「
が
伝
統
合
す
ゐ
。
か
く
し
て
牛

ザ
ス
ト
は
、
「
凡
て
後
に
従
う
も
の
に
永
遠
の
救
い
の
み
な
も

k
い
ハ
え
コ
え
き
ラ

ミ
宗
門
ミ
ミ
之
さ
w
m
u
m
む
と
な
っ

h
o
ぞ
れ
放
に
「
我
々
い
は
現
に
今
彼
の
等
品
川
旬
、

と
り
な
し
、
保
証
、
支
配
の
下
に
立
つ
。

こ
の
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
議
(
の
Z
Z
C
M
C包
る
と
救
許
識

(
ω
O
門誌
M
G
Z役
印
〉
と

や
街
識
し
な
が
ら
、
以
ド
私
は
「
新
し
い
契
約
の
伶
保
者
」
(
ヘ
プ
ル
一
五
〉

の
概
念
。
ぞ
解
翻
押
し
た
い
と
思
う
。

事ヲ

。
町
長
ミ
U
町
内
噌

Jヲ

て
デ
イ
ア
テ
i
ケ
i
の
ギ
リ
タ
ヤ
的
用
法

J

ア
4
プ
叩
プ
!
ヶ

i
は
衣
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
ゅ
の
。

、
時
三
円
と
伺
義
)
!
詰
広
三
友
会
話
川
島
可
決
、
4
R
4
y
w
m
u
u
内門阿
W
H
H
H
H
V

泣
か
さ
‘

同

契

約

、

誓

約
;
1
l時
て
な
ザ
九
日
門
誌
を

Z
円
余
ミ
言
唱
で
き
q
p

〉
弘
津
名
目
同

凡
M
J
N

・
主
0
・
最
後
に
こ
の
諾
誌
、
持
遺
志
に
よ
ろ
財
産
め
処
分
、
議
官
の
意
味
で
最

思
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
に
お
け
み
ダ
イ
ア
ー
ク
ー
は
、
ギ
ヲ
シ
ヤ

ハ九
w
h
R
a



へ
ブ
ル
警
に
お
け
る
「
新
し
い
契
約
の
仲
保
者
」
に
つ
い
て

山
甲
山
川

の

金

時

代

ゅ

の

濫

じ

て

の

つ

に

。

2
B門
戸
北
-

M

凶
器
ω
。
一
一
閃
立
つ
付

。山部部
E

国

w
M
一ww
吋

UMι

℃向洋門・臨
w
G
(
A
W
Y
一円MW
ハハ

γω
・の
-
M
山ω
喜一

C
C
M
m
w
-
ω
ω
タ

吋

(
H
W
C
・

ハ一》

〉
一
切
の
口
・
刊
明
冶
ロ
ω
M
W
U
1
(
邸・ハ
u
・
一
戸
喜
一
℃
C
M
内MN
・
M
M
G
M
w
お

(

〉

-u・
MWω
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〉〈掠-・

4
7
堤
防
・
剛
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ω・
ロ
コ

ζ
2
H
Z内向日
fg-一品∞肉離
hHL20戸川e
切り
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M
G
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セ
プ
チ
鴻
ア
等
U
J

タ

一
一
、
吋
七
十
人
緯
い
及
ユ
ダ
ヤ
教
応
お
け
る
用
法

セ
プ
テ
ユ
ア
ザ
ン
タ
が
へ
プ
ル
語
ぴ
災
x
y
h
q
A
W
町民、
4
R
4

と
い
う
に
、
つ
つ
し

大
と
念
、
そ
れ
は
多
く
の
場
合
契
約
乃
至
法
律
的
約
定
と
い
う
意
味
に
お
い
て
で
あ

ハ…
iv

つ
仁
。
例
え
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

「
そ
こ
で
ア
プ
ラ
ハ
ム
は
ネ
と
や
と
や
と
っ
て
ア
ザ
メ
レ
ク
に
与
え
、
ふ
に
り

は
契
約
や
結
ん
花
」

(
R
込
町
会
主

2
3
札
伸
、
ま
3
志
向
た
え
W
M
m
h

却
で
〉
(
鋭
世
記
、
一
一

一
・
二
七
、
訳
文
は
ね
誇
訳
皇
議
に
よ
る
G

以
下
同
じ
)

O

M

「
こ
う
し
て
彼
ら
ふ
大
り
は
主
の
諒
で
契
約
や
結
び
、
グ
ピ
J

ア
は
み
ゆ

yvに
と

ど
ゑ
り
、
ヨ
ナ
タ
ン
は
家
に
…
帰
う
に
L
(
h
え
九
日
刊
誌
尽
き
仇
w
h
h
A
U

号
毛
色
町
内
ご
災
、
宮
崎
て

を
ら
認
さ
さ
も
九
さ
:
・
:
)
〈
ガ
ム
エ
ル
記
と
二
一
一

7

7
八〉。

「
わ
や
ト
し
の
父
と
あ
な
?
に
の
父
と
の
附
に
結
ば
れ
て
い
た
い
小
う
に
、
わ
七
し
と

あ
な
た
の
間
に
問
販
彰
一
新
び
ま
し
ょ
う
」
定
え
ま
ζ
P
R
Z
Rマ
ル
ミ

E
E
Y

称、弔問
W
R
Q
九ル』にや
h
h
h
m
q
話
相
、
埼
色
町
川
町
民
~
ト
℃
貯
と
弘
主
去
、
叶
む
山
月
R
ぺも門町内、む
q

h

ぬ
九
吋
岳
町

三
芸
公

S
G〉
(
列
王
紀
上
…
況
・
一
九
)
。

〔
一
〉
そ
の
他
制
制
対
一
記
…
二
・
一
一
一
一
一
、
総
綴
八
一
一
(
ド
M
M
)
・
六
、
イ
ザ
ヤ
丞
宵
二
八
・
一
一
為
等

参
照
。
尚
ル
際
交
は
印
刷
お
統
合
で
刷
物
附
附
す
る
9

以
下
関
門
じ
。

九W
内会吋九州
W

拘
屯
も
号
、
町
匂
司
ぬ
も
叫
町
民
唱
で
、
公
開
寸
丸
寸
字
、
む
円
品
川
玲
叶
・
島
町
長
、
・
み
で
小
山
な
品
川
崎
両
む
で

え
で
と
さ
飢
え
て
色
町
と
い
う
定
式
は
、
両
方
の
仲
間
、
党
の
簡
の
協
定
、
同
娘
、
契

約
房
一
不
ず
れ
め
に
よ
く
用
い
ら
れ
ゐ
。
神
が
契
約
の
揖
相
者
で
あ
る
場
合
に
も
、

代
仰
い
ふ
た
舎
を
と
か
た
含
門
出
と
か
が
用
い
ら
れ
入
。
が
、
こ
れ
は
当
該
附
読
者
や

関
係
や
お
も
わ
し
め
ろ
。
「
こ
う
し
て
、

い
て
神
と
人
間
と

し
は
わ

に

し

と

あ

な

わ

い

が

及

び

す

べ

ゐ

あ

ら

ゆ

る

の

聞

に

立

約
ル
思
い
起
す
ゆ
え
、
水
は
ふ
れ
や
い
び
、
す
べ
て
内
な
る
者
ぞ
滅
ぼ
す
洪
水
と
は
な

ら
な
い
い
や
ミ
4
え
ぷ
号
、
ミ
ペ
一
党
九
明
言
、
d
h
R
4
q

交
思
ぷ
松
守
え
で
お
三
次
郎
ね
を
一

室内

b
b
h
S
話
~
円
伸
之
h

ふ
さ
で
ひ
を
同
川
町
内
意
向
崎
町
:
:
:
〉
(
観
世
記
九
・
一

ハ
一
一
)
創
位
向
山
附
九
・
一
七
、
士
郎
記
‘
品
レ
ミ
ヤ
勢
一
問
・
一
、
エ
ゼ
キ
エ
ん

ム
ハ
・
八
枕
W
4
秒
以
)

、
ア
イ
ア
テ
;
タ
ー
は
ま
に
な
芸
ゲ
(
ダ
ニ
エ
ル
九
・
一
一
ニ
1
a
v
M
M
門}
M
(
一l
定

汁
出
ザ
ム
ジ
プ
ト
記
ニ
七
・
ニ
コ
「
あ
か
し
い
、
…
一
…
・
七
三
丸
山
凶
ゲ
ゲ
mq
ハ「…ザ口

葉
」
、
取
市
命
記
九
・
況
)
}
内
三

2
5
c
q体
法
の
豊
富
三
代
本
下
二
五
・
四
)
等
の
訳

詩
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
J

ア
イ
ア
ア

i
ヶ
ー
が
忘
交
え
の
邦
議
話
と
し
て

用
い
ら
れ
る
と
き
、
ぞ
れ
は
同
意
と
か
契
約
と
か
の
意
味
で
な
く
、
ハ
わ
し
ろ
「
と
り

き
め
い
、
「
溌
約
」
、
「
と
り
は
し
か
ら
い
」
等
身
滋
砕
す
る
。
こ
の
文
脈
は
し
ば
し
ば
、

こ
の
話
ぞ
「
契
約
」
の
意
味
で
滋
い
る
こ
と
ぞ
排
し
て
、
一
方
的
な
っ
と
り
き
め
凡

乃
至
は
権
威
々
も
っ
て
な
さ
れ
に
「
と
り
は
か
ら
い
一
の
概
念
へ
と
我
々
伝
導
く

(
民
数
記
二
五
・
…
二
以
下
、
ヨ
シ
ア
杷
ニ
m
m
-
で
一
五
等
)
。
次
に
を
テ
ヰ
ア
一
プ

i
ケ

i
は
シ
ナ
イ
山
に
お
じ
る
ャ

i
ウ
エ
の
意
志
の
告
知
ぞ
現
す
語
と
し
て
用
い
ら
れ

た
Q

す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
ャ
!
ウ
ヱ
の
っ
と
り
は
か
ら
い
¥
「
と
り
さ
妃
め
い
そ

意
味
十
(
み
ハ
出
エ
ジ
プ
ト
記
笠
間
間
二
一
七
以
下
、
市
中
命
一
民
間
同
・
一
一
一
一
、
五
・
二
以
下
〉
。

更
に
ま
犬
、
こ
の
間
は
「
契
約
の
絡
い
(
門
誌

2
b
q
急
門
会
主
党
4
与
の
市
?
に
収
め

ら
れ
た
二
枚
の
十
仰
の
械
に
書
き
記
さ
れ
わ
い
も
の
や
意
味
す
る
ハ
ゆ
命
…
仙
台
で
一
一
、

出
ぶ
ジ
プ
ト
記
一
一
一
一
・
九
K
M

等
)
。
最
後
に
、
ダ
z
q

ア
テ

i
ヶ
ー
は
祷
は
そ
れ
に
よ
っ

て
色
々
な
宗
教
的
議
前
身
設
け
ら
れ
仁
所
N
M

の
?
な
り
は
か
ら
い
汁
乃
被

を
意
味
す
る
ハ
創
世
記
六
・
一
八
、
九
e

九
以
下
、
一
五
容
…
八
、
一
七
二

出
エ
ジ
プ
ト
詑
ニ
・
一
一
四
、
レ
ピ
記
ニ
問
・
八
、
市
中
命
記
四
・
一

一
以
下
)
。
の
考
察
に
よ
っ
て
酬
明
ら
か
な
よ
う
に
、

ザ
弓d ， 一切

必

!;J、
下、

ヨ
シ
ア

な
ヅ
ω

プ
ユ
ア
ギ
ン
タ
に
必
け
る
r

ア
イ



ア
テ

l
ヶ
i
は
一
義
的
な
概
念
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
契
約
」
と
「
と
り
は
か
ら

い
」
と
の
二
つ
の
意
味
の
間
ぞ
動
揺
し
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
、
デ
イ
ア
テ

l
ク

!

な
る
ギ
リ
シ
ャ
の
概
念
が
こ
れ
等
二
つ
の
意
味
。
ぞ
含
ん
で
い
る
と
い
う
風
に
単
純
に

説
明
せ
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
れ
は
セ
プ
一
ア
ユ
ア
ギ
ン
タ
が
ギ
リ
シ
ャ

語

会

amwuY4
に
よ
っ
て
訳
出
し
よ
う
と
す
る
ぴ
凶
H
Rげ
な
る
へ
プ
ル
の
概
念
の
複

雑
な
意
味
内
容
に
由
来
す
る
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
セ
プ
テ
ユ
ア
ギ
ン
タ
自

身
こ
の
よ
う
な
醜
訳
の
努
力
治
通
じ
て
、
も
と
法
律
概
念
で
あ
つ
に

σ印
円
山
岳
が
宗

教
的
意
味
。
ダ
担
う
も
の
と
な
っ
に
こ
と
在
知
つ
に
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

σ印円昨げ

が
神
と
人
間
と
の
聞
の
契
約
と
い
う
観
念
身
経
て
、
や
が
て
人
間
沿
救
わ
ん
と
す
る

神
の
意
志
の
自
由
な
ゐ
告
知
と
い
う
観
念
に
ま
で
発
展
し
七
の
で
あ
る
ο

エ
レ
ミ
ヤ

主
主
二
・
三
一

l
三
四
で
は
「
新
し
い
契
約
」

h
ミ
ふ
?
ぬ
ま
ミ
が
神
の
自
由
な
る

贈
物
、
言
い
換
え
る
と
人
間
在
救
わ
ん
と
す
る
神
意
の
告
知
、
人
間
の
罪
ぞ
自
由
に

ゆ
る
す
神
の
恩
寵
の
啓
一
不
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。

「
主
は
言
わ
れ
る
、
見
ょ
、
わ
七
し
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
家
と
ユ
ダ
の
家
と
に
新
し

い
契
約
を
立
て
る
日
が
来
る
。
こ
の
契
約
は
わ
た
し
が
彼
ら
の
先
祖
を
そ
の
手
ぞ

と
っ
て
エ
ジ
プ
ト
の
地
か
ら
導
き
出
し
た
日
に
立
て
に
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。

わ
た
し
は
彼
ら
の
夫
で
あ
っ
大
の
花
が
、
彼
ら
は
そ
の
わ
に
し
の
契
約
冶
破
っ
た

と
主
は
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
日
の
後
に
わ
に
し
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
家

に
立
て
る
契
約
は
こ
れ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
わ
た
し
は
、
わ
や
ト
し
の
律
法
ぞ
彼
ら

の
う
ち
に
置
き
、
そ
の
心
に
し
る
す
。
わ
七
し
は
彼
ら
の
神
と
な
り
、
彼
ら
は
わ

た
し
の
民
と
な
る
と
主
は
言
わ
れ
る
Q

人
は
も
は
や
、
お
の
お
の
そ
の
隣
と
そ
の

兄
弟
に
教
え
て
、
『
あ
な
に
は
主
治
知
り
な
さ
い
』
と
は
言
わ
な
い
Q

そ
れ
は
、

彼
ら
が
小
よ
り
大
に
至
る
ま
で
皆
、
わ
た
し
を
知
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る
と

主
は
言
わ
れ
る
。
わ
牝
し
は
彼
ら
の
不
義
や
ゆ
る
し
、
も
は
や
そ
の
罪
ぞ
思
わ
な

い
」
(
エ
レ

Z
ヤ
書
コ
二
・
三
一
!
一
二
四
)
。

}
の
よ
う
に
、

セ
プ
一
プ
ユ
ア
ギ
ン
タ
に
お
け
る
デ
イ
ア
ア

l
ヶ
ー
は
自
ら
を
歴
史

北
大
文
学
部
紀
要

の
中
に
堅
一
不
す
る
神
の
経
倫
と
そ
の
告
知
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
の
ア
イ
ロ
ン

(
H
U
F
口
O
ロ
4
0
ロ
〉
】
o
u
gロ門町
-
P
の出
-

H

W

・b
-
N
ω
L

U
C
K
μ

・
巴
・
)
は
一
般
に
契
約
ぞ
現
す
の
に
ロ
ミ
ミ
ミ
ル
}
用
い
て
、
九
四
言
、

4
5
ぞ
用
い

hv
一
ぃ
。
し
大
が
っ
て
「
神
の
契
約
」
(
宮
、

4
5
雪
山
)
と
い
う
表
現
制
概
念
は
、

セ
プ
一
プ
ユ
ア
ギ
ン
タ
支
柱
て
彼
に
到
達
し
大
も
の
の
よ
う
に
県
わ
れ
る
ο

ハ
捕
は
こ
の

概
念
に
含
ま
れ
て
い
る
「
恵
み
深
き
神
の
意
志
」
と
い
う
契
機
や
強
調
す
る
。
ア
イ

ロ
ン
は
こ
の
旧
約
的
概
念
の
中
ヘ
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
的
世
界
に
ひ
ろ
ま
っ
て
い
に
「
遺

円
四
V

一
一
一
己
の
意
味
ぞ
も
ち
こ
む
か
、
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
彼
は
こ
の
よ
う
な
人

間
的
な
「
と
り
き
め
」
(
遺
言
)
よ
り
は
、
む
し
ろ
旧
約
的
な
神
の
崇
高
と
い
う
意

円五、

味
。
そ
こ
の
J

ア
イ
ア
テ

l
ヶ
l
の
概
念
に
お
い
て
強
調
す
る
。
「
さ
て
契
約
と
い
う
も

の
は
賜
物
に
価
す
る
人
々
の
に
め
に
立
て
ら
れ
る
。
そ
れ
で
契
約
は
思
寵
の
象
徴
な

の
で
あ
り
(
与
な
も
む
を
阿
川

E
L
Sま
S
Y
Eも
門
叶
え
)
、
そ
れ
は
神
が
沢
一
り
贈
り

主
な
る
自
分
自
身
と
そ
の
貰
い
手
な
る
人
間
と
の
聞
に
立
て
七
も
の
で
あ
る
」
Q

「神

へ七〉

の
契
約
は
恩
寵
の
賜
物
そ
象
徴
す
る
」
。
こ
の
よ
う
に
、
ア
イ
ロ
ン
に
お
い
て
は
デ

イ
ア
ア

l
タ
!
の
宗
教
的
意
味
が
、
こ
の
語
ぞ
「
遺
一
一
一
巳
の
意
味
で
用
い
る
一
般
的

な
理
解
の
ず
エ
ー
ル
ぞ
通
し
て
現
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
デ
イ
ア
テ

l
ヶ
i
は
ア

イ
ロ
ン
に
お
い
て
も
歴
史
の
う
ち
に
啓
示
さ
れ
に
神
の
恩
寵
の
意
志
を
現
す
語
な
の

で
あ
る
。
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へ
ブ
ル
欝
に
お
け
る
「
新
し
い

ゃ
Jll 

に
つ
い
て

(一ヰ〉
ハムハ〉
ハカ〉

〈駒山・的
OHHM
・
2
・
ω
2
・

V
尚三

%
c
s
-
M
w
-

mw州
w
n
h
r
c・
U
吋・

設
ゼ
フ
ス

M
G
m
a吉
田
湖
ミ
ー
ゥ

p
g
h・0
・

)

で

イ

ア

テ

i
タ
ー
は

「
遺
志
」
、
「
ゆ
ぺ
議
一
…
一
筏
に
よ
る
処
分
い
ぞ
意
味
す
る
。
倒
仏
ク
レ
オ
パ
ト
ア

の
造
一
一
…
一
町
、
ベ
レ
ケ
の
遺
京
、
と
い
う
場
合
に
こ
の
請
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
パ

i

ハ一
ω
一

ト
ン
に
よ
れ
ば
「
契
約
」
の
議
絡
に
お
け
る
デ

f
ア
テ

l
ヶ
ー
が
ヨ
ゼ
フ
ス
に
見
出

ゼ
な
い
の
は
、
後
が
神
と
そ
の
民
と
の
間
の
契
約
に
つ
い
て
語
ろ
う
と
し
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る

ハ
一
一
〕
旬
。
田
由
U
V
M
M
P
〉
HH丹・

3
喧
凶
士
Y

5
・

(
ニ
)
同
町
}
町
内
刊
日
夕
日
u
a
-
m
r

(
一
九
)
ぐ
鴨
川
‘
∞

-u-誠司
-
m広三
c
p
の向日間-廿
MMHHMmr
‘H
，F
時
同
三
印
吋
し
口
同
2
0
H
M
m
w
H
C三点。白川

z
o
口同
Z

P

3
明
子

mw‘品
Umv・

。03'

ラ
ピ
的
ユ
ダ
ヤ
ゲ
印
岡
山
号
の
域
念
の
法
律
的
側
関
富
そ
保
持
し
て
い
る
。
「
律
法

以
外
に
ぴ
ω弘
子

べ

な

い

」

ハ

忌
M
W
M
-
M
N
・
5
0
ま
に

σ
a
wげ
は
し
ば
し
ば
っ
総

轄
」
令
意
味
ず
ら
(
観
世
記
一
七
・
…
。
参
照
)
。
例
え
ば
ぴ
HM
必
ず
信
号
げ
(
巴
町
、
ミ
義
代

〈一一
U

陶
芸
、

dY4与
は
一
t

割
殺
の
子
迷
い
で
お
り
)
応
対
HHM
ぴ
災
山
仲
げ
は
「
割
前
韓
の
胤
い
で
あ

ゐ
。
そ
れ
で
、
エ

V
Z
ヤ
記
一
一
二
・
ゴ
二
以
下
M
伸
次
の
よ
う
に
解
懇
さ
れ
時
々
。
神
が

新
し
い
ト

i
…
ァ
や
イ
ス
ラ
エ
ル
の
心
に
入
れ
ら
れ
た
ο

血
と
肉
の
ト

i
ラ
は
退
ぎ
行

円一川一〉

く
が
、
新
し
い
ト

i
ラ
は
永
久
に
持
続
ず
ゐ
で
あ
ろ
う
、
公
'
N
G

(一一
)ω
帥
予
防
・
叫
幅

3
・
E
M
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〈
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〉
阿
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〉
町
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凶
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山
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E
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a
z
a
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2
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件
目
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込
阿
的
刊
如
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ロ
自
由
z
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M
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H
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:
・
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目
立
n
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ぽ
虫
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n
v
p
H
w
-
c同
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山HH偶
O
V
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時
え
忌
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g
n
y
陥

Mmw
山
叶
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開
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宏
司
3
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町
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M
m
・
-
:
:
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ゲ
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一
円
山
口
円
山
骨
円

NMM財政ロ一向仲

Z
H
1
3
0
ロ仏…
o

H出回
1mwm刊に仲
mwHMHM認
可
同
MM
叫
の
C
片付金出

γ
片岡
MHMa
川口・出回出{日何回毛山
0
0
0付仲

MOぴ付記事ぴ岳部品
@HH仲山口

開富山叫}内冊目仲ゆき

m
g
n
p
E出〈
S
M
Y惑
の
色
申
v
z
k
・
♀
仲

?
M
W
幽
唱

ω・
2
C
-

一
一
一
、
新
約
に
お
け
る
デ
イ
ア
テ

i
ケ
ド

パ
ウ
ノ
ロ
は
ガ
ラ
テ
ヤ
書
一
ニ
章
十
五
鮮
民
一
?
に
お
い
て
拙
刊
の
約
束
と
律
訟
と
の

す
る
た
め
に
、
人
間
倒
的
経
験
の
領
域
か
ら
例
ぞ
と
り
て
(
喜
三
段
で
も
も

ブ
プ
ラ
ハ
ム
に
対
す
る
神
の
約
束
と
人
婦
の
ダ

4
ア
テ
!
タ

i
と
れ
ザ
比
較
し

こ
の
額
処
で
は
デ
4
8

ア
ア

i
ナ
ー
が
人
間
の
遺
一
言
と
し
て
れ
て
い

ょ

。

世

の

な

ら

わ

し

冷

例

に

と

う

て

人

間

の

で
さ
え
、
い
っ
た
ん
作
製
さ
れ
た
ら
ハ
混
在
、
ミ
ミ

5
る
、
こ
れ
訟

に
し
十
ト
り
気
密

3
0
こ
れ
に
つ
け
加
え
に
り
す
る
こ
と
公
叫
だ
め
言
え
q
B

q
向
叶
ミ
)
は
、
ピ
れ
に
も
で
き
な
い
Q

さ
で
、
約
束
は
、
ア
プ
ラ
ハ
ム
と
殺
の
子

孫
と
に
対
し
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
:
:
:
わ
食
し
の
言
う
滋
味
は
、
こ
う
で
あ

る
Q

神
に
よ
っ
て
あ
ら
か
じ
め
ω

立
て
ら
れ
た
契
約
ハ
如
実
、

42)
が
、
四
百
三
十

年
の
後
に
で
き
大
律
訟
に
よ
ハ
ノ
て
破
棄
さ
れ
て
ハ
ル
さ
ま
叫
)
、
そ
の
約
十
燃
が
祭
し

く
な
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
」
ハ
ガ
ラ
ア
ヤ
議
日
…
了
一
五

l
一
七

Y

「
無
効
に
す
る
」
ハ
ト
診
立
毛
)
、
「
つ
け
加
え
る
」
(
宮
込
書
之
さ
さ
を
)
、
「
作
製
す

る
」
(
さ
も
ぎ

Y
「
破
棄
す
ゐ
い
(
仲
間
。
ミ

e〉
等
の
詩
が
、
パ
ウ
判
い
が
ど
の
筒
処

で
、
八
レ
品
、
ス
ム
的
環
境
か
ら
と
う
仁
J

ア
イ
ア
ア
ー
グ
ー
の
法
律
的
機
念
今
月

ぃ
‘
そ
れ
に
よ
っ
て
「
激
情
尚
武
」
(
出
合
苦
ぬ
g

n
夜
の
宵
る
ぞ
描
き
出
そ
う
と
し
て

い
る
こ
と
ぞ
示
し
て
い
る
。

ハ
一
)
新
約
A
L

付M
J
T

ィ
ア
テ
i
ケ
i
げ
か
一
一
一
十
一
一
一
間
的
対
い
ら
れ
て
い
る
ハ
う
ゆ
が
七
日
間
低
限
約
か
ら

の
引
対
〉
ο

そ
の
問
分
は
次
mu

遂
容
で
あ
る
。
災
例
制
緩
芳
香

i
閥
、
伏
後
一
行
伝

i
一
て
.
パ
ウ
日

書
翰

i
ふ
ん
》
〈
ヅ
ル
誉

l
一
七
、
緊
ぷ
録

i
一。

(
ニ
〉
パ
ウ
ニ
後
抗
議
で
は
次
の
蹴
倒
制
仰
に
d
T
f

ア
テ
1
ケ
;
が
災
る
G

ロ
マ
警
九
，
m
問
、
一
二

二
令
、
コ
リ
ン
ト
品
約
午
後
日
一
・
ユ
況
、
コ

F
ン
ト
後
簿
一
…
了
六
、
一
回
、
ガ
ラ
テ
ヤ
幾
三
・
一

辺
、
一
七
、
エ
ペ
ソ
努
…
ア
ゴ
コ

(
一
一
一
〉
〈
出
回
・
民
-mWMMM{
合同イり由
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切円目白肉声
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念

特

門
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0
3
3
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w-m同Q
w
o
n
-
バ

i
ト
ン
件
以

」ア
f
ア一ア
i
ケ
l
会
一
議
約
に
「
契
約
い
と
解
釈
し
て
い
る
。

E
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ぬ
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山
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ミ
ヨ
ロ
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M
岱
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g
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知
的
妥
窃

5
持
続
時
え
戸
吋
・

、
勺
ノ
。
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C
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g
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仲
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〉
切
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一
三
c
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o
M
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H
F
Y
ω

・

{
吋

J
Y
J
N
m
桝ア同伐の叩
w
m
w
'

山口一一)・

と
こ
ろ
で
お
γ

一
章
二
十
七
節
ハ
ヰ
ザ
ヤ
二
七
・
九
〉
に
お
い
て
は
、
パ

J

ア
イ
ア
e

プ

l
ヶ
!
の
概
念
。
ぞ
人
間
の
救
の
恥
い
め
の
神
の

て
い
る
。

ウ
ロ
総
論
の
意
味
で
と
り

「

こ

れ

が

後

ら

の

に

、

絞

ら

に

対

し

て

況

で

る

わ

牝

し

の

約

で

ふ

る

」

。

ハ

ロ

マ

書

一

一

・

一

一

七

一

「
彼
ら
は
4
2

ス
タ
ぷ
ル
入
で
あ
っ
て
、
一
十
七
妙
心
身
分
h
q

授
け
ら
れ
ら
こ
と
も
、
栄

光
も
、
も
ろ
も
ろ
の
契
約
も
:
:
:
彼
ら
の
も
の
で
あ
る
旬
(
官
マ
警
九
・
悶
〉

「
祢
は
わ
や
ト
し
れ
ち
に
カ
や
与
え
て
、
新
し
い
製
約
に
仕
え
る
者
と
ぢ
れ
れ
の
で

あ

あ

い

。

(

コ

ワ

ン

ト

後

喜

一

ニ

・

六

〉

ぺ
実
際
彼
ら
の
患
い
は
鈍
く
な
っ
て
い
た
。
今
筏
に
怒
る
ま
で
、
後
ら
が
古
い

約
治
郎
経
ず
そ
の
信
一
じ
お
お
い
が
取
り
去
ら
れ
な
い
勺
残
っ
て
い
る

ハ
コ
リ
ン
ト
後
書
一
二
・

大
筒
処
で
管
わ
れ
て
い
る
「
古
い
契
約
い
守
主
己
負

は
、
吉
き
宗
教
の
稔
約
と
し
て
の
そ
i
セ
律
訟
で
あ
ゐ
G

こ
の
古
い
緊
約
も
祢
の
契

約
で
は
私
的
ω

ふ
が
、
し
か
し
そ
れ
が
…
時
的
な
も
の
で
あ
ゐ
こ
と
に
慕
く
不
完
全
性
の

放
に
、
新
し
い
契
約
じ
よ
っ
て
無
効
に
さ
れ
大
の
で
あ
ゐ
(
コ
ワ
ン
ト
後
容
が
…
・
一

O
参
照
)
。
こ
の
よ
う
に
、
パ
ク
P

に
お
い
て
は
契
約
の
間
約
的
概
念
が
、
ユ
ダ
ヤ

教
に
対
ナ
ゐ
キ
ヲ
ス
ト
教
の
優
性
殺
主
張
す
る
大
め
の
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
れ
い
。

そ
れ
で
、
デ
イ
ア
デ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
の
械
の
燃
恕
ぞ
ま
と
め
て
述
べ
れ
ば
大
凡
次

の
よ
う
に
な
ゐ
で
あ
ろ
う
。
契
約
は
ニ
ハ
ノ
あ
る
が
救
済
次
冷
支
配
す
る
神
意
は
…
つ

で
あ
ゐ
。
そ
う
し
て
、
そ
れ
は
最
後
に
4
エ
ス
.
‘
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
現
れ
た
。
彼

は
一
1

律

訟

の

〈

双

マ

書

一

C
・
で
あ
り
、
凡
で
の
約
束
の
成
裁
で
あ
ろ

北
大
文
学
部
紀
一
線

(
コ
リ
ン
ト

…
・
ニ

0
1

へ
プ
ル
に
お
け
る
ダ
イ
ア
テ
!
?
i

「
こ
の
よ
う
に
し
て
、
イ
ぶ
ス
は
更
に
す
ぐ
れ
仁

お

町

内

h
m
W
4
R
4

円相コ
d
q
G
と
な
ら
れ
ム
亡
。

の
保
証
(
再
三
九
ぺ

g
g
n

ハ
ヘ
グ
ル
七
・
二
二
〉

…
!
と
こ
ろ
が
キ
リ
ス
ト
は
る
か
に
す
ぐ
れ

K
務
や
得
ら
れ
恥
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
さ
ら
に
ゑ
さ
つ
食
約
束
に
基
い
て
立
て
ら
れ
食
事
さ
ら
に
ま
さ
つ

約
の
保
説
者
と
な
ら
れ
大
ゆ
い
と
る
L
O

れ
る
、
日
比
ょ
、

わ
仁
し
が
z
q

ス
ラ
エ
ル
め
家
及
び
ユ
グ

新
し
い
契
約
や
結
ぶ
闘
が
来
る
Q

そ
れ
は
、
わ
た
し
が
彼
ら
の
先
祖
た
ち
の
手
や
と
つ

エ
ジ
プ
ト
の
怖
か
ら
導
会
出
し
紅
白
に
、

絞
ら
と
絡
ん
託
契
約
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。

絞
ら
が
わ
大
し
の
奨
約
に
と
ど
ま
る
こ
と
冷
し
な
い
の
で
、

わ
七
し
も
彼
ら
や
か
え
り
み
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ゐ
と
、

上
京
が
す
わ
れ
る
。

わ
た
し
が
そ
れ
ら
の
院
の
後
、

4
ス
ラ
ぶ
ル
の
家
と
立
て
よ

れ
で
私
的
る
と
主
が
一
マ
一
ロ
わ
れ
る
Q

" i苛

八

7 

ゐ
契
約
は
こ

(
関
八
・
八

l

一O
)

?
ぐ
こ
に
は
金
の
長
岡
金
で
お
お
わ
れ
れ
契
約
の
一
箱
と
が
置
か
れ
、
そ

の
中
に
は
?
ナ
の
は
い
っ
て
い
る
A

つ
ぼ
と
芽
そ
出
し

P

ン
の
つ
え
と
、

契
約
の
と
が
入
れ
て
あ
り
・
:
:

-
m間
〉



へ
ブ
ル

「
新
し
い

市町民

に
つ
い
て

「
そ
キ
ワ
ス
ト
い
契
約
の
伯
作
保
者
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

彼
が
初
の
塑
約
の
も
と
で
花
し
過
身
あ
が
な
う
仁
め
に
死
な
れ
に
結
糸
、
認

さ

、

れ

七

永

遠

の

に

ほ

か

な

ら

な

(
関
門
・
一
五
)

「

い

つ

に

い

、

に

は

、

の

死

の

証

明

が

点

あ

る

。

死
に
よ
っ
て
の
み
そ
の
効
力
々
全
じ
、
遺
言
者
が
て
い
る
開
は
強
力
が
な

、
そ
う
し
て
、
?
い
れ
は
、
神
が
あ
な

で
あ
る
』

九
-
一

仁
に
対
し
て
立
て
ら
れ
れ
ト
契
約
の
鼠

(
同
九
・
二

O
)

る
契
約
は
こ
れ
で
あ
る
と
、

つ
神
々
踏
み
つ
け
り
、

し
、
さ
ら
に
恵
み
の

で
あ
ろ
う
」
。

。
一
六
)

鼠
ぞ
汚
れ
に
も
の
と

設

い

到

葬

ゐ

こ

と

(
日
間

0
・
一
一
九
)

「
新
し
い
艶
約
の
仲
保
者
イ
エ
ス

の
契
約
の
由
民
に
よ

の
大
牧
者
、

一
一
了
二
問
〉

に
ち
の
、
王
イ
エ
ス
:

(
同
一
一
一
了

右

の

筒

粧

の

う

ち

、

九

章

十

デ

イ

ア

ア

i
ん
ノ

i
の
特
殊
な

示
し
て
い
ゐ
。
そ
こ
で
は
テ
イ
ア
ア

i
ヶ
ー
が
当
時
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
的
世
界
の

に

よ

る

で

、

「

遺

言

」

で

用

い

ら

れ

て

い

み

の

で

あ

る

G

「
い
っ

た

い

、

一

一

百

点

官

(bAwhhkwpsEC
の
死
の
証
明
が
必
要
で
あ
る
ο

議
殺

は
犯
に
よ
っ
て
の
み
そ
の
強
力
や
生
じ
、
遺
言
者
が
徐
々
口
て
い
る
鴎
は
効
力
が
な

い
い
〈
九
・
一
六
、
一
レ
中
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
い
デ
イ
ア
一
プ

l
タ
!
の
法
律
的
刑

法
は
、
宗
教
的
援
念
'
と
し
て
の
こ
の
詰
が
豆
沼
許
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
ね
ば
な
ら

な
い
、
と
の
結
論
に
我
々
ぞ
強
い
ゐ
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
我
々
が
い
ま

と
り
あ
げ
て
い
わ
菌
処
ぞ
九
輩
…
節
。
i
L
Z

五
節
と
の
聯
関
に
お
い
て
考
察
す
ゐ
と
念

開
明
ら
か
に
な
る
。
ヘ
プ
ル
警
の
将
者
は
九
章
一
節
i
i
十
円
節
に
お
い
て
自
分
自
身
や

わ
い
究
…
援
さ
さ
げ
ゐ
こ
と
に
ぶ
つ
て
永
遠
の
腕
棋
界
ゃ
な
う
し
大
キ
リ
ス
ト
の
弐
に
お

け
み
大
祭
誌
と
し
て
の
桜
般
な
務
め
や
述
べ
ゐ
の
で
あ
る
が
、
つ
づ
い
て
ん
i

五
節
で

人
間
の
救
い
の
六
め
に
キ
リ
ス
ト
が
死
な
ね
ば
な
ら
な
い
必
然
悦

(
Z
Z
畠
2
2
0
?

を
き
仏
応
対
仏
ペ
ト
お
き

Eu
吋
ゲ
坂
戸
}
ア
∞
-Hω
芯
ル
設
問
明
ず
る
。
「
そ
れ
む

か
ら
、
キ
リ
ス
ト
は
新
し
い
契
約
の
仲
保
者
な
の
で
あ
ゐ
G

そ
れ
は
、
彼
が
初
の
契

約
の
も
と
で
犯
し
た
界
経
今
あ
が
な
う
わ
ト
め
に
wm
な
れ
た
結
果
、
宿
さ
れ
わ
ト
者
牝
ち

が
、
約
束
さ
れ
れ
い
永
識
の
図
。
マ
受
け
継
ぐ
わ
ト
め
に
…
は
か
な
ら
な
い
い
ハ
九
・
一
五
)

O

B

立
が
、
入
は
こ
こ
で
戎
の
よ
う
に
問
う
で
あ
ろ
う
Q

キ
ヲ
ス
ト
の
犯
と
新
し
い
契
約

と
の
必
然
的
聯
緊
は
何
に
基
く
か
、
と
α

著
者
は
こ
れ
に
対
し
て
十
六
節
以
下
で
悠

ヂ
イ
ア
テ
ー
ヶ
ー

え
る
Q

辺
川
端
一
吉
ー
一
が
法
体
的
に
効
力
を
も
っ
b

ト
め
に
は
選
一
r
一
三
者
の
死
が
が
獲
で
わ

ゆ
心
、
と
Q

京
に
考
察
し
た
九
紫
十
六
銀
以
外
の
筒
州
地
で
は
、
デ
イ
ア
テ

i
タ
i
は
一
契
約
い

或
は
「
救
の
総
剤
」
ハ
出
島
芝
ミ
宗
務
協
や

P

C名
付
夕
同
，
V
話回凶・

2
3‘
お
む

と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
ゐ
。
球
場
川
が
こ
の
よ
う
な
グ
ヰ
ア
テ
!
ナ

i
の
神
学

的
意
味
ル
汲
み
来
う
れ
ト
額
は
エ
レ
ミ
ヤ
品
目
三
十
一
章
一
…
…
十
一
節
I
t
一
一
一
十
問
節
で
あ

ら
ハ
ヘ
ブ
ル
書
八
・
八
i
…
…
一
、
一

0
・
二
ハ
以
下
会
開
山
)
。
こ
の
筒
処
に
よ
れ
ば
、

訴
し
い
契
約
は
神
が
か
つ
て
イ
ス
ラ
エ
ル
の
父
毅
十
一
ち
と
の
開
に
絡
ん
任
よ
う
な
も

の
で
は
な
い
Q

そ
う
で
は
な
く
し
て
、
そ
れ
は
次
の
一
一
一
つ
か
ら
な
る
。
一
、
神
は
彼

の

え

の

思

い

の

中

に

入

彼

ら

の

心

づ

け

ゐ

ο

か
く
し

Jヲ



見

と

の

間

に

新

じ

い

関

係

が

る

。

二

、

え
合
う
こ
と
ゃ
な
く
し
、
彼
自
身
母
大
い
な

で

あ

、

袖

仰

は

彼

ら

の

、。一}一

4

・U礼
J
z
'

ハ
一
)

神
は
人
々
が
す
一
に
神
に
つ
い

に
も
小
な
る
者
に
も
等
し
く
示
す

も
は
や
彼
ら
の
界
経
思
い
出
さ
な

〈開
r
c
-
Y同山口ぴ&・一む岳吋民同二作時間
HHM
円以
O

山由ぴ門戸申
HJω
・
3
0・

以
上
に
よ
っ
て
開
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ヘ
プ
ル
の
著
者
誌
デ
イ
ア

l
kノ
i
を

「
契
約
」
と
「
遺
骨
一
ど
と
の
意
味
に
用
い
て
い
る
が
、
こ
の
舟
訟
は
も
と
法
律
的
機

念
と
し
て
の
デ
イ
ア
テ
!
ヶ
ー
に
源
そ
莞
し
恥
い
も
の
で
あ
ゐ
。

ξ
こ
ろ
で
怖
の
約

束
、
特
に
界
の
・
自
由
な
る
ゆ
る
し
の
約
束
j
i
i
こ
れ
が
薪
し
い
髭
約
の
内
容
で
あ
る

l
iの
強
調
弓
デ
イ
ア
ア
ー
ク

i
の
包
含

7
0意
味
宅
救
い
に
つ
い
て
の
神
の

問
剤
と
そ
れ
の
告
知
に
あ
る
こ
と
を
そ
う
し
て
、
こ
れ
は
我
々
が
さ
き
に
考

察
し
た
セ
プ
テ
ユ
ブ
ギ
ン
夕
、
ヨ
ゼ
フ
ス
、
パ
ウ
ロ
に
お
け
る
デ
イ
ア

ア
ー
ク

i
の
用
訟
に

ブ
イ
お
ン
、

る
Q

イや

介

h

内開向向、吋
4
n

者

」
の
よ

奏
効
せ
し
め
ゐ
た
め
に
、
キ
ヲ
ス
ト
が
十
字
梨
に
お

い
や
い
。
後
は
取
ら
の
死
に
よ
っ
て
祢
と
入
閣
と
の
問
に
薪
し
い

や
仲
介
し
(
ミ
ミ

snwmy
台
市
y
E
一
一
手
記
〉
、
立
つ
そ
れ
の
続
行
そ
m
略
説
す
る

ハ
4U

の
で
あ
る
勾
吋
さ
え
w
J
F
h
W
8
0

ハ
…
一
)
的
支
叫
、
口
え
は
持
制
約
々
は

MM同
MMm凶
M
n
H母
国

0
5
6
5
0
訟
で
あ
る
G

E

旬、な
4
円
以
判
明
約
で
混
同

筋
い
ら
れ
て
い
る

o
J
f
rア
ヤ
努
一
一
了
一
九
、
チ
ア
ニ
@
五
3

ヘ
ヅ
ん
哨
詩
人
・
六
、
九

・
一
玉
、
一
・
4

一問問。

て
メ
ジ
テ
i
ス
mw
ギ
リ
シ
ャ
的
用
法

こ
の
語
は
「
打
明
け
て
詩
せ
る
人
」
ハ
仰
さ
同
阿
部
門
凶
作
三
宮
山
口
)
、
つ
中

守
口
。
ロ
可
三
宮
内
部
〉
殺
意
味
す
る
ο

例
え
ば
「
こ
の
男
は
仲
殺
人
と
し
て

払
襲
う
こ
と
が
出
来
る
い
(
同
，

E
C
F
∞
与
、
或
は
「
平
和
の
た
め
の
交
渉
者
と
し

て
払
舞
う
こ
と
が
出
来
ゐ
い
(
勺
&
1
v
謡
w
口
w
S
等
は
こ
の
月
間
怖
で
あ
る
。
次
に
、

こ
の
語
一
試
締
結
さ
れ
作
協
定
ぞ
保
誌
、
す
ゐ
人
争
点
滅
蹄
司
る
。
こ
こ
か
ら
し
て
、

主
主
忌
叫
が
す
ミ
〉
臥
『
『
室
内
、
す
な
わ
ち
「
保
証
人
い
の
部
議
誌
と
な
る
。
こ
の

舟
訟
は
パ
ピ
ワ
に
是
々
見
ら
れ
る
。
「
仲
義
人
」
の
窓
味
に
お
け
る
メ
シ
ア

i
ス
は
法

的
取
引
き
欝
係
に
お
い
て
一
般
に
用
い
ら
れ
る
。
出
-m
向・

2
b
F
お
L
H
(巴
¥
∞

-c・)い

お
む
さ
叫
円
州
向
ふ
さ
h
h
h
z
h
h
雪山叶
4
y
h
E
M
も〔

csv、〔内
N

・
同
ν
州、。ロハ凶

ω
U
1
{
)
(

問、¥箆

K
M
-
u
-
)

で
は
、
メ
シ
テ

i
ス
が
多
分
借
金
の
「
保
税
人
」
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
し
、

同
点
)
以
下
戸
同
N
m
w
∞
ゆ
出
(
}
唱
K
M
・
o・
〉
口
色
-
w
g
r
c
c
h
h
E
X
4
刊
は
高
取
引
き
に
お
け

る
こ
の
誌
の
用
例
で
あ
ゐ
。

(
一
)
〈
日
制
Y

N

潔詩円台

3
・
M

∞u
m
w
w
M
W
二
三
岡
w
p
w
神
戸
市
ア
品
日
h
M
w
m
M
吋
時
三
・
ナ
5
4
M
M
U

T
O同
約
ナ
い
∞
場
仇
・

←) 

9 

メ
シ
テ

1
ス
法
話
閥
的
な
意
味

刊
に
立
つ
人
、
国
交
務
者
、

伸、
裁、こ
入、の
、ほ
伸、か
入、、
;a 
意
味
ず
る
Q 

工
、
メ
ジ
テ
i
ス
の
イ
ス
ラ
エ
ル
的
並
び
に
ユ
ダ
ヤ
的
用
法

ヒ
プ
テ
ユ
ア
ギ
ン
タ
で
は
、
こ
の
諾
は
均
三
ブ
記
九
孝
三
十
一
一
一
一
菌
剤
い
ら

れ
て
い
ら
お
円
切
り
で
あ
る
。
「
わ
れ
わ
れ
ふ
た
り
の
上
に
予
や
お
く
べ
き
持
畿
管
が
な

い
」
(
ヨ
プ
記
九
二
一
一
正

Y
こ
こ
で
メ
シ
テ
ー
ス
は

σ
2
5
3
M
M
の
訳
語
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
ゐ
。
サ
ム
エ
ル
記
上
十
七
滋
鶴
節
で
は
、
対
降
す
妙
心
一
向
窓
の
閣
に
進
み
出

て
…
騎
打
ち
に
よ
う
て
戦
い
の
帰
趨
を
決
す
み
兵
士
が
ゆ
訪
問
〕

ECO口
氏
野
町
戦
い

ぞ
い
ど
む
者
」
)
と
時
ば
れ
、
邑
プ
テ
ユ
ア
ギ
ン
タ
で
は
弘
ふ
る
も
凡
切
な
で
公
立
n
c
u
p

品
川
)
月
五
b
h
h
き
ミ
弘

q
Q戸
拐
)
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
ヘ
プ
ル
諸
問
約
に
も
、
旬
。
ア

テ
ユ
ア
ギ
ン
タ
に
も
「
仲
裁
入
」
、
の
概
念
に
対
す
る
お
い
表
現
が
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へ
ブ
ル
書
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お
け
る
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新
し
い
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約
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仲
保
者
L

に
つ
い
て

中
川
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向
日
件
4XWH
℃
ロ
ロ
H
a

仏
印
吋

HH岡
田
ロ
白
山
山
田
口
町
四
国
岡
田
口
岡
山
O
ロ
即
日
以
w
r
F

門戸

aNぴ
同
門
田
]
h
目的

N
口

ω・
少
の
門
出
N
同
・

(
五
)
〉
口
片
的

O
片
斗
何
回
。
自
国
ア
議

-o∞
・
ニ

ω・

K
5
2
2
wロ
ロ
問

以
上
聖
典
内
外
の
諸
文
献
に
お
け
る
メ
シ
テ

l
ス
の
用
法
ぞ
考
察
し
た
の
で
あ
る

が
、
失
に
旧
約
に
お
け
る
仲
介
者
の
概
念
を
見
る
と
し
よ
う
。
既
に
述
べ
に
よ
う

に
、
旧
約
で
は
こ
の
概
念
を
現
す
術
語
は
未
だ
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
概
念
そ
の
も

の
は
モ

i
セ
に
お
い
て
頂
点
に
達
す
る
。
出
エ
ジ
プ
ト
記
三
章
一
節
以
下
に
は
、
ャ

ー
ク
エ
が
モ

l
セ
と
特
加
な
関
係
ぞ
も
っ
て
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
と

は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
の
解
放
に
か
か
わ
る
。
ヤ
ー
ヮ
ェ
に
遣
わ
さ
れ
大
者
、
ヤ
ー
ヮ

エ
の
代
弁
者
と
し
て
モ
|
セ
は
民
(
出
エ
ジ
プ
ト
記
四
・
二
九
)
と
エ
ジ
プ
ト
の

玉
(
同
五
・
一
)
の
前
に
立
つ
。
ア
ロ
ン
は
そ
の
兄
弟
モ

i
せ
よ
り
能
弁
で
あ
っ
た

の
で
、
彼
の
口
と
し
て
彼
に
代
っ
て
民
と
パ
ラ
オ
に
語
つ
七
が
、
他
方
モ

l
セ
は
彼

の
兄
弟
に
と
っ
て
神
で
あ
つ
な
こ
の
よ
う
に
し
て
、
旧
約
的
な
意
味
に
お
け
る
仲

介
者
指
委
任
さ
れ
た
代
弁
者
で
あ
る
。
ヤ

l
ク
エ
が
モ

i
セ
ぞ
通
し
て
律
苧
ぞ
与
え

た
と
き
、
仲
介
者
と
し
て
の
モ

l
セ
の
姿
が
最
も
明
瞭
に
現
れ
る
。
彼
は
ャ

l
ワ
エ

と
民
と
の
聞
に
立
ち
、
ャ
ー
ク
エ
の
誠
命
を
受
け
と
っ
て
民
に
伝
え
る
ο

ま
た
民

が
モ

l
セ
に
呼
び
か
け
て
助
け
を
乞
う
と
き
、
彼
は
ヤ

l
ク
エ
に
対
し
て
彼
等
の
に

〈
凹
〉

め
に
と
り
な
し
を
す
る
。

(
一

)

e

〈
巴
・
、
吋
片
岡
巧
回
・
円
ア

ω
-
a
-
a
-

(
二
)
「
彼
は
あ
な
に
代
っ
て
民
に
話
る
で
あ
ろ
う
。
彼
は
あ
な
た
の
口
と
な
り
、
あ
な
た
は

彼
の
た
め
に
神
に
代
る
で
あ
ろ
う
」
(
出
エ
ジ
プ
ト
記
凶
・
一
六
)
。

三
一
)
出
エ
ジ
プ
ト
記
一
九
・
三
以

F
、
二
一
以
下
、
二

0
・
一
八
以
下
等
参
照
。

〈
四
)
「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
人
々
は
、
モ

l
セ
に
言
っ
た
、
『
あ
あ
、
わ
た
し
た
ち
は
死
ぬ
。
破
滅

で
す
、
全
滅
で
す
。
主
一
ω
幕
屋
に
近
づ
く
者
が
、
み
な
死
ぬ
の
で
あ
れ
ば
、
わ
た
し
た
ち
は
死

に
絶
え
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
』

L

(

民
数
記
一
七
・
一
二
以
下
)
。

一
フ
ピ
ニ
ツ
ク
・
ユ
ダ
ヤ
教
が
こ
の
仲
介
者
の
概
念
ぞ
受
け
つ
い
で
、
そ
れ
ぞ

告
白
日
と
い
う
語
で
表
現
し
た
こ
と
は
既
に
見
大
。
そ
れ
は
先
ず
一
般
に
凡
ゆ
る

仲
介
者
、
代
晶
状
、
乃
至
プ
ロ

l
ヵ
ー
や
、
失
に
特
に
空
訟
の
仲
介
者
と
し
て
の
モ

l
セ
ぞ
意
味
す
る
。

(

一

)ωHHallH
凶・耳・

ω
-
u
u
a
-

へ
プ

Y
圭
日
比
る
け
る

「
新
し

3
契
約
の
仲
介
者
」

へ
プ
ル
書
は
こ
の
仲
介
者
の
概
念
ぞ
と
り
あ
げ
て
、

h
s
q
m叶

4
n
(
H
由民団
0
4
の

語
で
現
し
た
。
と
こ
ろ
で
こ
の
書
翰
の
著
者
が
キ
リ
ス
ト
の
任
務
ぞ
「
よ
り
す
ぐ
れ

大
る
契
約
の
保
証
者
」
(
七
・
二
二
)
と
し
て
描
く
と
き
、
彼
は
以
上
考
察
し
た
メ

シ
テ

l
ス
の
理
解
よ
り
一
歩
ぞ
進
め
る
。
こ
の
よ
う
な
「
保
証
者
」

Q
「
さ
q
G
の

用
法
は
、
著
者
が
こ
の
語
ぞ
メ
シ
テ

l
ス
と
同
義
に
用
い
て
い
る
こ
と
を
不
す
。
立

が
こ
の
こ
と
は
、
著
者
が
メ
シ
テ

l
ス
に
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
的
意
味
札
付
与
え
る
と
き
に
は

じ
め
て
可
能
で
あ
る
。
メ
シ
テ

l
ス
は
自
分
の
財
産
ぞ
も
っ
て
他
人
の
為
に
責
任
ぞ

負
う
と
い
う
意
味
の
「
保
証
人
」
な
の
で
あ
る
。
更
に
六
章
十
七
節
の
志
向
q円

2
Uたで

(

』

一

)
は
「
仲
介
す
る
」
、
乃
至
「
仲
介
者
と
し
て
立
。
」
と
い
う
意
味
で
な
く
、
む
し
ろ

「
保
証
す
る
」
、
「
保
証
人
と
な
る
」
ぞ
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
神
が
自

ら
の
誓
約
を
も
っ
て
保
証
す
る
。
神
は
者
一
一
昌
約
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
の
誓
約
の
保

証
者
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
神
が
彼
自
身
の
誓
約
の
実
現
在
保
証
す
る
。

し
か
し
、
メ
シ
テ

l
ス
の
語
に
ふ
く
ま
れ
る
「
仲
介
者
」
の
旧
約
的
意
味
は
失
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
る
。
事
実
、
メ
シ
テ

l
ス
の
意
味
は
エ
ン

ギ
ユ
オ
ス
沿
越
え
る
。
後
者
は
救
の
保
証
や
強
調
す
る
の
み
で
あ
る
が
、
前
半
引
は
救

い
の
為
の
経
論
の
成
就
ぞ
も
同
時
に
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
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問
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mw同
M
m
w
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岱一戸叩
HJF
山昭一日心戸
M
O
日

開

OCH-HM
附吋
MMMM
印
口
問
己
ご
C
Hぷ
税
同
叫
ん

WMM4け
T
W
H
V

以

上

め

々

は

こ

る

で

あ

ろ

う

。

九

グ

ル

に

お

け

ろ

メ

シ
テ

i
ス
の
は
、
ヘ
レ
ニ
ス
デ
せ
ヅ
グ
・
ユ
ダ
ヤ
教
的
、
グ
ノ

l
シ
ス
的
で
あ

ろ
が
、
そ
れ
と
間
同
時
に
「
仲
介
者
」
の
間
約
的
意
味
が
保
存
さ
れ
て
い
ろ
、
と
。
そ

れ
で
「
殺
し
い
契
約
の
仲
保
守
い
は
次
の
よ
う
に
鯵
絡
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
キ
リ
ス

ト
が
祢
と
人
尚
と
の
開
に
立
っ
て
新
し
い
契
約
ぞ
仲
介
し
に
Q

ヰ
仏
大
、
彼
は
神
が
ゆ
い

、、

の
契
約
に
よ
っ
て
約
束
さ
れ
た
も
の
の
務
調
や
保
証
す
る
Q

や
ザ
マ
ハ
ト
は
こ
の
救
済

論
的
機
能
。
管
内
問
ら
の
死
と
昇
一
大
と
に
よ
っ
て
巣
し
化
。
ま
こ
と
に
、
新
し
い
契
約
は

キ
ワ
ス
ト
の
死
に
基
い
て
紡
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
キ
リ
ス
ト
の
死
は
に

一
ピ
…
開
会
hv

完
全
古
川

H
3
の
議
去
の
出
来
ご
と
で
あ
ゐ
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
「
我

々
」
に
と
っ
て
決
定
的
な
窓
球
々
も
つ
出
来
ご
と
で
あ
ゐ
。
一
コ
人
祭
司
は
、
年
ご
と

に
自
分
以
外
の
も
の
の
血
ぞ
た
ず
さ
え
て
難
所
に
拭
い
る
が
、
キ
ワ
マ
ハ
ト
は
、
そ
の

よ
う
に
、
仁
び
に
び
と
自
身
命
さ
さ
げ
ら
れ
ゐ
の
で
は
な
か
う
に
。
も
し
そ
う
立
と

す
れ
ば
、
救
の
初
め
か
ら
、
わ
い
び
七
び
苦
難
や
受
け
ね
ば
な
ら
な
じ
か
っ
わ
い
で
ふ
ろ

う
。
し
か
し
事
察
、
ご
自
身
ぞ
い
け
に
え
と
し
て
さ
さ
げ
て
弊
》
ゆ
と
り
総
く
や
い
め

に
、
殺
の
紳
給
与
に
、
一
度
記
け
現
れ
た
の
引
し
あ
る
一
ハ
九
・
…
一
氏
、
…
二
ハ
)
。
こ
の
キ
リ

ス
ト
の
出
来
ご
と
に
よ
っ
て
罪
が
と
り
除
か
れ
、
キ
ヲ
ス
ト
が
同
び
現
れ
る
と
き
に

成
就
す
る
最
終
的
な
救
い
の
保
証
が
「
我
々
い
に
あ
わ
い
え
ら
れ
れ
。
「
キ
リ
ス
ト
も

ま
校
、
多
く
の
人
の
察
h
q
魚
、
つ
た
め
に
、
一
度
、
に
け
と
自
身
ぞ
さ
さ
げ
ら
れ
わ
い
後
、

彼
ぞ
持
ち
恕
ん
で
い
る
人
々
に
、
持
出
(
う
に
め
で
は
な
し
に
二
度
目
に
現
れ
て
、

救
身
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
(
九
・
八
可
こ
の
よ
う
に
、

h
N

」
一
は
こ
の
み
寸

ヲ
ス
ト
の
決
定
的
な
出
来
ご
と
と
彼
の
一
丹
臨
と
の
中
路
に
あ
る
。
「
我
々

過
去
に
…
成
き
れ
ノ
起
つ
に
こ
の
や
す
ス
ト
の
出
来
ご
と
に
よ
っ
て
と
り
除
か
れ
た

が
、
し
か
し
「
我
々
い
は
伎
が
再
び
現
れ
て
「
我
々
」
の
救
い
や
全
う
す
る
の
や
待

ち
望
な
の
で
あ
る
。
キ
ヲ
ス
ト
に
お
い
て
、
問
料
ヴ
キ
ワ
ス
ト
h
q
殺
し
て
探
が
除
か
れ

れ
。
「
筏
々
い
は
信
抑
止
マ
透
し
て
、
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
起
っ
た
こ
の
こ
と
が
ら
に

あ
ず
か
る
Q

し
か
し
、
こ
の
キ
リ
ス
ト
の
出
来
ご
と
の
十
全
な
る
姑
同
市
は
、
後
mw
一ぬ

〈

…

v

臨
に
際
し
て
紫
閥
抗
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
か
ハ
ノ
て
キ
ワ
ス
ト
に
お
い
て
生
起
し
た
こ
と

が
ら
に
対
す
る
設
仰
に
よ
っ
て
「
我
々
い
は
現
に
、
将
来
あ
ら
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の

も
の
で
あ
る
の
で
あ
ゐ
。
「
我
々
」
は
先
取
的
に

1
界
か
ら
自
由
L

と
さ
れ
、
「
主
」

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
将
来
は
じ
め
て
十
全
に
笑
窺
学
い
る
べ
き
も
の
で
あ
ゐ
。
天
上

に
在
妙
。
大
強
制
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
が
、
後
の
常
に
制
点
的
な
つ
と
め
に
よ
っ
て
こ

の
移
り
に
お
け
る
約
束
の
成
就
身
保
諒
す
る
Q

「
我
々
…
は
今
キ
リ
ス
ト
の
{
ど
り
、

な
し
」
と
支
恕
の
一
ト
に
あ
る
。
か
く
し
て
過
去
に
記
。
七
キ
リ
ス
ト
の
出
来
ご
と

が
、
一
火
の
至
室
所
に
お
け
"
。
後
の
永
遠
に
し
て
常
に
現
在
的
な
ゐ
銭
前
の
つ
と
め
h
q

通
じ
て
「
我
々
'
一
の
上
に
今
も
な
お
働
き
か
け
て
い
る
G

ヘ
プ
ル
警
の
説
明
泌
物
は
、
キ

ザ
ス
ト
の
出
来
む
と
の
か
か
ゐ
救
済
論
的
意
味
或
は
我
々
に
対
す
る
キ
リ
ス
ト
の
現

実
性
や
現
す
た
め
に
つ
訴
し
い
契
約
の
件
係
者
」
な
る
表
現
特
例
的
い
る
の
で
あ
る
G

ふ吋

ラ
ス
ト
は
、
告
ら
の
苦
難
と
死
と
に
よ
ワ
て
「
我
々
」
の
た
め
に
自
ら
や
に
克
一
度

捧
げ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
大
袋
持
に
怪
人
(
印
さ
れ
に
。
そ
れ
設
に
'
我
々
い
は
永
遠
な
る

大
銭
関
と
し
て
の
彼
に
お
い
て
較
し
い
契
約
の
仲
税
収
引
と
龍
一
試
者
と
ぞ
も
つ
。
ま
こ

と
に
、
彼
は
我
々
の
「
永
遠
の
救
の
源
」
(
え
コ
色

n
q
S
3
t
a
n
ミ
ミ
と
む
ぷ

ωゆお

で
あ
る
。
役
は
叶
い
わ
ば
、
立
ま
し
い
ぞ
安
全
に
し
不
動
に
す
ゐ
銭
で
あ
り
、
か
っ

門
』
に
は
い
り
行
く
希
望
で
あ
る
」
ハ
ム
ハ
・
一
九
)
。
「
そ
れ
、
に
か
ら
、
キ
リ
久

し
い
契
約
の
体
保
滑
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
彼
が
初
め
の
裂
約
の
も
と
で

鍔
過
ぞ
れ
か
な
う
た
め
に
死
な
れ
代
結
巣
、
殺
さ
れ
作
者
に
ち
が
、
約
束

遠
の
協
か
受
け
継
ぐ
れ
め
に
ほ
か
な
ら
な
い
L

(

九
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…
五
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